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From プラネット Vol.39                                          ＜汗と制汗剤に関する意識調査＞ 

 

 

 

国内1,200社超が利用する日用品流通の情報基盤を運営する株式会社プラネット（所在地：東京都港区、代表取締役社長：

田上正勝）は、日用品にまつわるトピックスをお届けする『Fromプラネット』の第39号として、汗と制汗剤に関する意識調査の

結果をご紹介します。 

 
■ 汗はかきたくない、⽬⽴たないようにしたい…⼥性の8割超が「汗」に否定的 

蒸し暑さが増す季節、拭いても拭いても流れ落ちる“汗”は、自分が不快なだけでなく、人の目も気になる厄介なものですね。

今回は、汗と制汗剤についてアンケートを実施。自分や異性の汗について気になることや行っている汗対策、制汗剤を選ぶ際

の重視点などについてまとめました。 

 初めに、自分がかく「汗」について、

どのように考えているかを聞きました。

最も多かったのが「汗をかくのは仕方

がない。ただ目立たないようにしたい」

34.3％、次いで「できることなら、汗は

かきたくない」32.0％、「暑いときは汗

をかくのが自然。特に気にしていない」

28.5％、「絶対に、汗はかきたくない」

4.7％の順でした。「汗」に対して否定

的否定的な回答「絶対に～かきたくな

い」「できることなら～かきたくない」

「～目立たないようにしたい」の3項目

を合計すると71.0％となり、約7割の

人が「汗」に対して否定的否定的で、

“汗はかきたくない”、“汗をかいても

目立たないようにしたい”と考えてい

ることがわかりました。 

 否定的回答を男女別に見ると、男性

61.4％に対し、女性は86.0％で、その

差は25％近く。男性に比べて女性は、

「汗」に対して敏感で、できれば回避し

たいと考えていることがうかがえます。 

 さらに性年代別に見ると、若い年代

ほど「汗」に対して否定的な回答が高く

なる傾向にあり、男性では「30代」で最

も高く、83.4％。女性では「50代」以下で8割を超え、「30代」では91.5％、「20代」では94.5％に上っています。また女性の「30代」では、

「絶対に、汗はかきたくない」の項目が全性年代のうち最も高く、12.2％。若い女性がいかに「汗」を嫌っているかがうかがえます

ね。 

 反面、年代が高くなるにつれて高くなっているのが、「暑いときは汗をかくのが自然。特に気にしていない」の項目。男性の「60代」

で5割を、「70代以上」では7割を超えています。女性でも「70代以上」では50.0％と半数に。加齢とともに、代謝の影響で汗をかきに

くくなるなど、汗を気にする場面が減っていくことも原因の一つにあるのかもしれません。いずれにしても、「汗」を自然現象ととらえ、

気にしないという感覚には、年代によって意識の違いがあるようです。 

 

 

汗がふきだす季節…異性に最も⾒られているのは「ワキ」汗！
〜「⾃分の汗」にも「他⼈の汗」にも敏感な⼥性の「制汗剤」使⽤率は男性の 2 倍以上〜 

  

出典：インターワイヤード株式会社が運営するネットリサーチ『DIMSDRIVE』実施のアンケート「汗と制汗剤」。 
調査期間：2016 年 4 月 27 日～5 月 18 日、DIMSDRIVE モニター4,731 人が回答。表 2～表 6、 
エピソードの出典も同アンケートです。 

表１ 「『汗』について、あなたはどのように考えていますか」 についての回答 

全体 (n=4731) 71.0%
男性-20代 (n=63) 74.6%

男性-30代 (n=265) 83.4%
男性-40代 (n=661) 76.1%
男性-50代 (n=980) 63.1%
男性-60代 (n=628) 47.0%

男性-70代以上 (n=281) 29.5%
⼥性-20代 (n=91) 94.5%

⼥性-30代 (n=319) 91.5%
⼥性-40代 (n=678) 89.7%
⼥性-50代 (n=493) 84.6%
⼥性-60代 (n=228) 74.6%

⼥性-70代以上 (n=44) 47.7%
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絶対に、汗はかきたくない
できることなら、汗はかきたくない
汗をかくのは仕⽅がない。ただ⽬⽴たないようにしたい。
暑いときは汗をかくのが⾃然。特に気にしていない。
その他

《 「汗」についての考え⽅ 男⼥別 》 

 

否定的回答 計
男性（n=2878） 61.4%
⼥性（n=1853） 86.0%
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■ まず気になるのは「⾃分の汗」、でもやっぱり気になる「異性の汗」！ 
 次に、自分の汗と異性の汗、それぞれどの程度

気になるかを調べました。自分の汗については、

「気になる」35.5％、「少し気になる」24.0％、「とても

気になる」22.9％の順。異性の汗については、「少し

気になる」が34.1％、「気になる」31.3％、「とても気

になる」14.5％という順でした。 

 「とても気になる」から「少し気になる」までの3項目

を合わせた“気になる”計は、自分の汗が82.5％、

異性の汗が79.8％と、いずれも8割前後という高い

結果に。ただし、自分の汗については「気になる」

「とても気になる」が高く、異性の汗については「少し

気になる」が最も多いことからも、異性の汗より、ま

ずは自分の汗のほうが、気になっていることがわか

ります。 

 また“気になる”計を男女別に見ると、自分の汗に

ついても異性の汗についても、女性は男性より10％

以上“気になる”計が高くなっていました。男女とも

に、異性の汗よりも自分の汗を気にする割合のほう

が高くなっているものの、その差を比べると女性のほうが値が小さく、女性は自分についても異性についても、「汗」に対してより敏

感に意識していると言えそうです。 

 

■ 「⾃分の汗」で気になるのは「ニオイ」「汗ジミ」…そして“⼥性の視線”？ 
続いて自分の汗について、具体的に

どんなことが気になるのかを聞いて

みました。 

 結果を男女別に見ると、男性では1

位が「ニオイ」70.7％、2位が「衣服の

汗ジミ」57.3％、3位が「ベタべたして

不快」の46.4％でした。一方女性は、

3位までの項目は男性と同じでしたが、

1位と2位が僅差で逆転。「衣服の汗

ジミ」が74.7％、「ニオイ」が73.7％、

「ベタベタして不快」が56.8％でした。

女性にとっては、汗の「ニオイ」よりも、

視覚的にもインパクトがあり、衣服に

もダメージのある「汗ジミ」が気になっ

てしまうのかもしれません。 

 「異性の視線」「同性の視線」の項目

では、男性では、「異性」が15.4％で

「同性」8.8％よりも高く、女性は「同性」

19.5％が「異性」18.0％よりも上回って

いました。つまり、男女ともに、“女性

の視線”を気にしていることがわかり

ます。表２の調査結果も合わせて考えると、女性は自分の汗が気になると同時に、他人の汗に対しても厳しい視線を向けていて、

それだけに自分も“見られている”ことを、より意識してしまうのかも…？ 男性も女性も、汗による自分自身が「ベタベタして不快」

という感覚よりも、「ニオイ」や「汗ジミ」、また異性や同性の視線など、他人に与える印象や見た目の要素を気にしていることがうか

がえました。 
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表２ 「自分の汗は気になりますか。また、汗をかいている異性を見かけた際、

気になりますか」 についての回答 

表３ 「自分が汗をかいたときに、気になってしまうことは何ですか」 についての回答 
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■ 男性も⼥性も「異性の汗」で気になるのは “ワキ汗”がダントツ！ 
 今度は、異性の汗について、

具体的にどの部分が気になる

かを聞いてみました。 

 男女ともに1位は「ワキ」で、男

性が66.0％、女性が75.3％と圧

倒的。2位が「額」で、女性43.4％、

男性42.5％と4割を超えました。

3位と4位では、男性と女性で結

果が逆転し、男性が気になる部

位の3位は「首」28.5％、4位は

「背中」27.2％。女性では3位が

「背中」36.4％、4位が「首」

32.5％でした。いずれも目に入り

やすい上半身の部位が上位に

入りましたが、中でも「ワキ」は

他の部位を押さえて、男女とも

にダントツの1位。「ワキ」は汗を

かくと衣服に広がる汗ジミが目

につく場所。同時に、ワキの汗

はニオイにもつながりやすいと

考えられます。異性の汗についても、自分の汗同様に、「ニオイ」と「汗ジミ」が気になっていると考えられそうですね。 

 

■ 汗対策の王道「制汗剤」、⼥性の使⽤率は男性の2倍以上 
 ここで、実際にどんな汗対策を行って

いるかを聞きました。 

 結果を男女別に見ると、女性では、「制

汗剤を使う」が 57.4％で最も高く、以下

「ハンカチで拭く」53.4％、「うちわ・扇子な

どであおぐ」47.0％と続きました。一方、

男性は 1 位「タオルで拭く」38.6％、次い

で「ハンカチで拭く」36.6％、「うちわ・扇子

などであおぐ」31.0％という順。女性に比

べて、“拭く”“あおぐ”といった対処で済

ませている人が多そうです。女性で 1 位

の「制汗剤を使う」は、男性では 27.8％と

4 位で、使用率の差は 2 倍以上。また、

上位ではありませんが、「汗取り用の肌

着を着用する」「汗取りパッドを使う」など

の項目も男女差が大きく、それぞれ 3 倍

以上、5 倍以上。女性は、「制汗剤」でし

っかりと汗対策したうえで、インナーにも

気を遣うなど、念入りに対策している様

子がうかがえます。これに対して、「特に

ない」と答えた男性が 26.3％と 4 人に 1 人以上も…。男性と女性の「汗」に対する感覚の違いが際立つ結果となりました。 
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表５ 「あなたが汗の対策として行っていることを教えてください」 についての回答 

 
男性 ⼥性

n=2,878 n=1,853
ハンカチ（タオル地のハンカチも含む）で拭く 2 36.6% 53.4% 2

制汗剤を使う 4 27.8% 57.4% 1
うちわ・扇⼦などであおぐ 3 31.0% 47.0% 3

タオルで拭く 1 38.6% 30.5% 5
⽇陰・涼しいところを通る 6 21.5% 34.8% 4

汗拭きシートを使う 7 13.3% 26.6% 6
汗をかきにくい、汗が乾きやすい服装にする 8 12.8% 21.0% 7

時間に余裕を持って出かける 11 8.3% 15.8% 9
かき氷・アイス、冷たい飲み物などを⼝にする 9 9.3% 12.2% 11

汗取り⽤の肌着を着⽤する 13 5.3% 17.3% 8
出かける前にシャワーをする 12 6.5% 9.4% 13

⼿拭いで拭く 10 9.0% 4.5% 15
汗取りパッドを使う 16 2.5% 13.0% 10

保冷剤や冷凍ペットボトルを顔や⾸、腕に当てる 14 3.6% 11.1% 12
冷却シートを額などに貼る 15 3.2% 3.6% 16

⽔分を控える 17 2.4% 3.4% 17
出かける前は⾟い・熱い⾷べものを控える 18 0.9% 2.1% 18

ミョウバン⾵呂に⼊る 20 0.3% 0.5% 19
その他 19 0.7% 0.5% 19

特にない 5 26.3% 9.1% 14

⼥性
順位

男性
順位

43.2%
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0.4%

0.7%

19.6%

0.0 20.0 40.0 60.0

※男⼥間で値が２倍以上の項⽬に⾊をつけています。
値の⼤きい⽅がオレンジ、⼩さい⽅が薄緑です。

表４ 「異性のどの部位の汗が気になりますか」 についての回答 
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■ 制汗剤選びでは、「制汗効果」とともに「消臭効果」が重視 
 汗対策として、女性が最も利用しているとわかった

制汗剤。この制汗剤を選ぶ際に、重視するポイントは

何かを聞きました。 

 1位の「制汗効果」75.9％とほぼ同数で、「消臭効果」

75.8％が並びました。制汗剤を選ぶうえで「制汗効果」

が重視されるのは当然と言えそうですが、「消臭効果」

も同じくらい重視されていることがわかります。これま

での調査同様、制汗剤選びでも「ニオイ」を気にする

傾向が見られました。 

 また、多くの項目で、女性の回答率は男性を上回り、

「香り」44.4％、「使用感」41.7％の項目は、男性では3

割以下ですが、女性では4割を超えていました。女性

にとって、「制汗効果」や「消臭効果」などの効果はも

ちろん、「香り」や「使用感」といった使い心地も大事な

要素であることがわかります。それだけ日常的に制汗

剤を使っていることの表れなのかもしれませんね。 
 

■ 濃い服は夏場の⼤敵？…汗ジミはやっぱり恥ずかしい 
 最後に、汗にまつわるエピソードやおすすめの汗対策を教えてもらいました。 

 多かったのは、大量の汗で人に驚かれたというエピソードや汗ジミに関する失敗談。調査結果からも「汗ジミ」は気になる要素で

あるとわかりましたが、実際に汗ジミで恥ずかしい思いをした人は多いようです。汗の塩分で服に白い跡がついたという声も…。夏

場に“濃い色の服”は避けたほうがよさそうです。 

 おすすめの汗対策として、出かける前にシャワーを浴びるという人も多かったのですが、「ほかの準備をしているうちに結局汗だ

くに」という回答に共感する人もいるのではないでしょうか。汗対策はいたちごっこで、なかなか万全にはいかないようです。身体の

ためには、汗はむやみに抑えればいいものではないかもしれませんが、ニオイに配慮したり汗ジミの目立たない服を着たりといっ

た対策で、汗の季節を乗り切るコツを見つけたいものですね。 
 

株式会社プラネットとは 
メーカー、卸売業、小売業がサプライチェーンとして連携し、生活者へのサービス向上を目指して進化を続ける日本の消費財流通を、情報インフラ運営で支えてい

る上場企業（証券コード2391）です。 

From プラネットとは 
株式会社プラネットが発信しているニュースレターです。日用品に関する、旬なトピックスや意外な利用シーンなどをご紹介しています。 

本件に関するお問い合わせ先 
（感想や取り上げてもらいたいテーマなどもお寄せください） 

株式会社プラネット 経営本部 経営企画部（小中
お な か

、角田
つ の だ

） 

Tel : 03-5962-0811 / E-mail : keiei@planet-van.co.jp 

《 汗・制汗剤にまつわるエピソード 》 
【⼤量の汗で…】 
● 夏に店で熱いラーメンを⾷べていたら、友⼈に「机どうしたの」と⾔われ、⾒るとコップの⽔をこぼしたのか

と思うほど、カウンターが汗で⽔浸しに…。 
【汗ジミで恥ずかしい思い】 
● グレーの服を着ていたら、ワキ汗が⽬⽴ち、電⾞で吊⾰がつかめなかった。 
● バックパックを背負っていると、ひもに沿って汗をかいて、恥ずかしい。 
● お気に⼊りの⽩いシルクのブラウスの襟元とワキ部分に汗ジミができてしまった。 
● 夏になると濃い⾊の服は着られない。汗の塩分で筋がつき、⽬⽴ってくる。 
【汗対策】 
● ニオイ対策に、⾃家製のミョウバン薄荷⽔を使っている。 
● うなじを保冷剤で冷やすのが、汗を引かせるのに効果的。 
● 出かける前にシャワーを浴びたのですが、ほかの準備をしているうちに結局汗だくになり、着替えなくてはな

らなくなりました。 

 
表６ 「あなたが、制汗剤を選ぶ際に重視するポイントは何ですか」 についての回答 


